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カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
・
ロ
プ
チ
ン
峰(K

G
-2)

初
登
頂 

 

神
戸
大
学
山
岳
会 

井
上
達
男  

ヤ
ル
・
ツ
ァ
ン
ポ
―
川
が
流
れ
を
東
か
ら
南
に
変
え
る
所
謂
大
屈
曲
点
付

近
か
ら
東
南
に
全
長
約280km

に
渡
っ
て
広
が
る
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ(

崗
日嘎

布;K
angri G

arpo)

山
群
は6000m

級
の
未
踏
峰
が
林
立
す
る
地
球
上
に

残
さ
れ
た
秘
境
と
な
っ
て
い
る
が
、
た
だ
の
一
峰
も
そ
の
頂
を
人
類
に
明
け

渡
す
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
た
。 

山
群
の
最
高
峰
は
若
尼
峰
（R

uoni  
Feng 6882m

、
最
近
の
中
国
の
地

図
で
は
白
日嘎

峰(B
airiga Feng)

）
で
、
二
〇
〇
三
年
に
神
戸
大
学
が
挑

戦
し
た
が
、
豪
雪
、
悪
天
候
及
び
セ
ラ
ッ
ク
に
守
ら
れ
た
険
悪
危
険
な
頂
上

へ
の
稜
線
に
阻
ま
れ
て
敗
退
し
て
い
る
。
山
群
の
高
峰
群
は
拉
古(Lhagu)

氷
河
と
阿
扎
氷
河(A

ta G
lacier)

流
域
に
集
中
し
て
い
る
が
、
阿
扎
氷
河
に

は
我
々
が
三
姉
妹
峰
と
呼
ん
で
い
る

6700m

を
越
す
三
つ
の
顕
著
な
ピ
ー

ク
が
存
在
し
、
仮
にK

G
-1(R

uoni)

、K
G

-2

、K
G

-3

と
名
づ
け
て
識
別
し

て
い
た
。 

二
〇
〇
七
年
、
再
偵
察
の
結
果
、
三
姉
妹
峰
の
中
央
峰
で
あ
るK

G
-2

が

純
白
で
秀
麗
な
山
容
を
持
っ
た
立
派
な
ピ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
たK

G
-2

峰
の
み
登
頂
可
能
な
ル
ー
ト
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
、
こ
れ

を
日
中
合
同
登
山
の
対
象
に
選
ん
だ
。 

 

二
〇
〇
九
年
十
一
月
五
日
、
神
戸
大
学･

中
国
地
質
大
学(

武
漢)

合
同
崗
日

嘎

布
山
群
学
術
登
山
隊
はK

G
-2(6805m

)

の
初
登
頂
に
成
功
し
た
。
最
初
に

頂
上
に
達
し
た
の
は
チ
ベ
ッ
ト
出
身
の
学
生
、
徳
慶
欧
珠(D

eqing O
uzhu)

と
次
仁
旦
塔(C

iren D
anda)

の
二
人
で
あ
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
出
身
の
学
生

が
故
郷
の
処
女
峰
に
初
登
頂
す
る
の
は
快
挙
で
あ
り
賞
賛
に
値
す
る
。
引
き

続
き
十
一
月
七
日
、
日
本
人
、
矢
崎
雅
則
と
近
藤
昂
一
郎
の
二
人
が
頂
上
に

達
し
た
。
そ
し
て
こ
の
山
群
に
よ
う
や
く
初
登
頂
時
代
が
訪
れ
た
。 

一
方
、
竹
田
真
木
生
神
戸
大
学
農
学
部
教
授
を
隊
長
と
す
る
学
術
班
は
雲

南
省
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
東
部
の
昆
虫
調
査
を
試
み
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
へ

の
入
域
を
拒
ま
れ
て
雲
南
省
で
の
調
査
活
動
に
限
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
新

種
の
コ
オ
ロ
ギ
を
発
見
す
る
と
い
う
貴
重
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 一
．
ロ
プ
チ
ン
峰(K

G
-2)

の
山
名
に
つ
い
て 

 

さ
て
、
カ
ン
リ
ガ
ル
ボ
山
群
に
は
ど
の
よ
う
な
山
々
が
存
在
す
る
の
か
。

中
村
保
氏
や
松
本徰

夫
氏
な
ど
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
多
く
の
山
々
や
谷
が
未
知
、
未
踏
査
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

麓
の
村
落
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
り
、
隠
さ
れ
て
い
た
り
で
生
活
に
密
着
し

て
い
な
い
せ
い
か
、
人
知
れ
ず
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
ピ
ー
ク
も
多

い
。
名
前
の
あ
る
山
は
宗
教
上
の
聖
山
で
、
そ
れ
ら
は
麓
に
近
い5000m

級

の
山
が
多
い
。
従
っ
て
多
数
の
無
名
峰
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
山

群
の
ピ
ー
ク
標
高
は
旧
ソ
連
の
地
図
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
五
十
年
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以
上
も
昔
の
航
空
機
測
量
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
信
頼
性
に
は
大

き
な
疑
問
も
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
発
行
す
る
地
図
は
入
手
が
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
標
高
で
ピ
ー
ク
を
識
別
す
る
こ
と
は
混
乱
を
招
く
の
で
主
要
ピ
ー
ク

に
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
の
頭
文
字K

G

を
付
け
て
ピ
ー
ク
番
号
で
識
別
す
る
こ
と

と
し
た
。 

と
こ
ろ
でK

G
-2

峰
に
は
ま
だ
名
前
が
な
か
っ
た
。
合
同
登
山
の
相
手
で

あ
る
中
国
地
質
大
学
は
仮
に
若
尼
Ⅱ
峰
と
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
若
尼
峰

か
ら
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
る
独
立
峰
に
Ⅱ
峰
と
す
る
の
は
頂
け

な
い
。
現
地
の
人
達
も
あ
い
ま
い
だ
が
、「
白
い
鳥
の
峰
」
と
い
う
者
も
い
た
。

現
地
の
呼
び
名
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
最
優
先
に
命
名
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の

で
登
山
の
前
後
に
地
元
の
拉
古
村
で
チ
ベ
ッ
ト
人
学
生
に
お
願
い
し
て
村
長

を
は
じ
め
村
人
達
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
村
長

に
ま
と
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
び
、
地
元
の
提
案
を
受
け
て

議
論
の
結
果
、
次
の
通
り
の
名
前
が
確
定
し
た
。 

 

K
G

-2 
 

6805m

の
山
名 

(

チ
ベ
ッ
ト
語) 

 

日
本
語 

 

ロ
プ
チ
ン 

峰 

 

英
語
表
記 

M
t. Lopchin  

ま
た
は 

Lopchin Feng 

  

中
国
語
表
記 

 

洛
布
青
峰 

Lou bu qin Feng 

 ロ
プ
チ

ン
は
チ

ベ
ッ

ト
語
で

「
雄

鷹
」
「

勇
敢
」
「
智
慧

」
と
「

大
学

(U
niversity)

」
の
意
味
が
あ
る
。
大
学
同
士
の
合
同
隊
で
「
大
学
峰(D

axue 

Feng)

」
と
す
る
案
も
出
さ
れ
た
が
、
や
は
り
現
地
の
呼
び
名
を
尊
重
す
べ

き
と
の
合
意
に
至
っ
た
。
な
お
、
村
民
の
「
白
い
鳥
の
峰｣

と
言
う
呼
び
名
も

加
味
し
て
、
「
白
鷹
の
峰
・
ロ
プ
チ
ン｣

と
呼
ぶ
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
既
に

中
国
登
山
協
会
に
も
報
告
し
、
こ
の
名
前
を
正
式
と
す
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。 

 

二
．
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
未
踏
峰
と
標
高
に
つ
い
て 

 

カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
に
は
三
十
座
程
度
の

6000m

級
未
踏
峰
が
林
立
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昨
今
入
手
可
能
に
な
っ
たN

A
SA W

orld W
ind

、

G
oogle 

E
arth

及

び

2009

年

に

新

た

に

公

開

さ

れ

た

A
STE

R
 

G
D

E
M

(The 
A

dvanced 
Spaceborne 

Therm
al 

E
m

ission 
and 

R
eflection radiom

eter / G
lobal D

igital E
levation M

odel)

の
デ
ー

タ
お
よ
び
二
〇
〇
九
年
の
我
々
の
現
地
観
察
結
果
な
ど
を
総
合
的
に
参
照
し

て
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
主
要
ピ
ー
ク(

お
よ
そ5500m

以
上)

の
同
定
と
標

高
の
推
定
を
行
っ
た
。
現
在
ま
で
に
約
八
十
座
に
識
別
番
号
を
付
与
し
、

G
oogle M

ap

に
そ
の
一
部
の
位
置
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。(

地
図
―
１
参
照)

そ
の
中
で

6000m

以
上
の
標
高
を
持
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
持
っ
て
い
る

か
も
知
れ
な
い
ピ
ー
ク
を
表
に
ま
と
め
た
。(

表
―
１
参
照)

全
部
で
四
十
五

座
の6000m

峰
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。 

今
日
ま
で
入
手
可
能
な
地
図
や
著
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
標
高
に
つ
い
て

は
、
現
地
で
の
目
視
や
、
前
述
の
衛
星
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ
な
ど
と
比
較
し
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て
も
疑
問
が
多
く
あ
る
。
神
戸
大
学
山
岳
会
で
は
二
〇
〇
二
年
に
初
め
て
阿

扎
氷
河
を
訪
問
し
て
以
来
、
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
山
座
同
定
を
続
け
て
い

る
が
、
新
し
い
情
報
を
入
手
す
る
た
び
に
主
要
ピ
ー
ク
の
標
高
に
関
し
て
見

直
し
を
余
儀
無
く
さ
れ
て
き
た
。 

そ
の
典
型
的
な
例
が

K
G

-2

（
ロ
プ
チ
ン
峰
）
の
標
高
で
あ
る
。
二
〇
〇

九
年
十
一
月
七
日
、
山
頂
に
て
近
藤
昂
一
郎
隊
員
がG

PS

高
度
を
記
録
し
た

結
果
、6805m

を
得
た
。
従
来
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
地
図
に
あ
る
標
高
、

6703m

で
あ
っ
た
の
で
驚
く
べ
き
差
異
で
あ
る
。 

地
球
観
測
衛
星TE

R
R

A

に
搭
載
し
た
最
新
のA

STE
R

の
デ
ー
タ
で
あ

るA
STE

R
 G

D
E

M

の
情
報
を
従
来
の
数
値
と
比
較
し
て
そ
れ
ら
の
差
異
を

検
討
し
た
。
表
―
１
にG

oogle M
ap

及
び
松
本徰

夫
氏
の
ス
ケ
ッ
チ
マ
ッ

プ
な
ど
か
ら
得
た
標
高
に
加
え
て
、A

STE
R

 G
D

E
M

 
よ
り
簡
易
的
に
得
ら

れ
た
数
値
を
示
し
た
。
ち
な
み
に
ロ
プ
チ
ン
峰
（K

G
-2

）
は6791m

だ
が
、

G
PS

測
定
の
数
値6805m

に
近
い
結
果
を
得
て
い
る 

衛
星
か
ら
の
測
量
デ
ー
タ
に
は
、
仮
説
の
域
を
出
な
い
が
、
次
の
よ
う
な

傾
向
が
あ
る
。 

一
．
平
坦
地
の
標
高
は
比
較
的
に
精
度
が
高
く
、
た
と
え
ばG

oogle M
ap

の
阿
扎
氷
河
本
流
の
標
高
は
我
々
が
三
台
のG

PS

﹇G
A

R
M

IN

﹈
で
観
測
し

た
デ
ー
タ
の
ば
ら
つ
き
で
あ
る10

〜15m

程
度
に
収
ま
っ
て
い
る
。 

二
．
ピ
ー
ク
の
標
高
は
、
頂
上
部
が
ド
ー
ム
型
の
よ
う
に
広
い
ピ
ー
ク
に

つ
い
て
はG

PS

デ
ー
タ
に
近
い
値
か
や
や
低
い
標
高(10

〜15m

程
度
の
最

大
ず
れ)

を
示
す
。
一
方
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
や
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
の
よ
う
に
薄
い

稜
線
を
持
つ
ピ
ー
ク
は
時
と
し
て

50m

超
の
実
際
よ
り
低
い
デ
ー
タ
を
示

す
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
例
と
し
てK

G
-28(Tongkole)

とK
G

-29(Pongle)

の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。2009

年
の
登
山
隊
が
登
山
中
に
撮
影
し
た
写
真
と
観

察

結

果

か

ら

K
G

-28(5800m
) > K

G
-29(5770m

)

と

推

定

し

た

が

、

G
D

E
M

 

デ
ー
タ
で
は 

K
G

-29 (5759m
) > K

G
-28 (5703m

 )

でK
G

-29

は
比
較
的
両
者
と
も
に
近
い
値
だ
が
、
尖
峰
で
あ
るK

G
-28

は100m

近
い

差
異
と
な
っ
て
い
る
。 

三
．A

STE
R

 G
D

E
M

の
デ
ー
タ
に
は
ま
だ
ま
だ
ノ
イ
ズ
？
が
多
く3D

 

View

で
見
る
と
あ
き
ら
か
に
デ
ー
タ
欠
陥
が
見
ら
れ
る
場
所
が
多
い
が
、
カ

ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
主
稜
線
の
ピ
ー
ク
は
写
真
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
同
定

に
活
用
可
能
だ(

図
―
２)

。
但
し
山
肌
や
氷
河
上
の
コ
ブ
や
窪
み
が
不
自
然

に
並
ぶ
の
で
ま
だ
ま
だ
観
測
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。 

四
． G

oogle E
arth

に
使
用
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
に
比
較
し
てA

STE
R

 

G
D

E
M

の

こ

の

地

域

の

標

高

デ

ー

タ

は

精

度

が

高

い

と

思

わ

れ

る

。

A
STE

R
 G

D
E

M

の
高
さ
精
度
は7

〜14m
(

標
準
偏
差)

と
さ
れ
て
い
る
が
、

前
述
の
通
り
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
の
精
度
を
も
っ
て
各
ピ
ー
ク
の
標
高
デ
ー
タ

が
得
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
よ
う
だ
。 

 
従
来
の
標
高
と
比
較
し
てA

STE
R

 G
D

E
M

の
標
高
が
大
き
く
異
な
っ
た

例
と
し
て
、
ロ
プ
チ
ン
峰
の
ほ
か
に
、K

G
-37
 

6554m
(

従
来

6443m

、

写
真
―
６)

やK
G

-18  6554m
 (G

em
songu 

従
来6450m

)

が
挙
げ
ら
れ
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る
。
未
踏
峰
登
山
に
お
い
て100m

の
違
い
は
大
き
い
。 

結
論
と
し
て
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
に
は

6000m

峰
が
少
な
く
と
も
四
十

座
は
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
従
来
認
識
さ
れ
て
い
る
標
高
は
最
大
約

100m

程
度
の
誤
差
が
あ
り
、
よ
り
精
度
の
高
い
数
値
は
今
後
の
研
究
や
測
量
、
測

定
の
結
果
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
写
真
やG

PS

デ
ー
タ
な
ど
複
数

の
情
報
源
を
参
照
し
、
衛
星
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ
を
評
価
し
て
活
用
す
る
こ

と
は
有
意
義
で
あ
る
。 

 

三
．
ロ
プ
チ
ン
峰
初
登
頂 

 
 

 

二
〇
〇
九
年
十
月
十
日

、
関
西
空
港
を
出
発
し
た
日
本
側
本
隊
は
翌
日
、

中
国
地
質
大
学(

武
漢)

に
て
合
同
隊
の
結
団
式
を
終
え
て
学
生
九
人
を
含
む

総
勢
十
七
名
の
神
戸
大
学
・
中
国
地
質
大
学(

武
漢)
合
同
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山

群
学
術
登
山
隊
と
し
て
拉
薩
に
向
か
っ
た
。 

二
〇
〇
九
年
十
月
一
日
、
新
中
国
は
建
国
六
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典

が
各
地
で
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
暴
動
の
警
戒
な
ど
で

緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
。
登
山
隊
の
許
可
問
題
が
微
妙
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、

無
事
記
念
日
を
終
え
た
後
の
日
本
出
発
が
幸
い
し
て
何
事
も
な
く
現
地
入
り

で
き
た
。 

 

神
戸
大
学
と
中
国
地
質
大
学(

武
漢)

は
一
九
八
八
年
に
第
一
回
目
の
合
同

登
山
を
実
施
し
、
四
川
省
の
雀
児
山(6168m

)

に
初
登
頂
し
て
い
る
。
今
回

は
二
度
目
の
合
同
登
山
で
あ
る
。
合
同
登
山
に
あ
り
が
ち
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
や
マ
イ
ン
ド
の
ズ
レ
な
ど
は
中
国
側
隊
長
が
雀
児
山
の
隊
員
だ

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
相
互
に
理
解
し
あ
え
る
間
柄
で
あ
り
良
い
チ
ー
ム
を
作

れ
た
こ
と
は
登
頂
成
功
の
大
き
な
原
動
力
で
あ
っ
た
。 

昨
今
の
中
国
の
経
済
成
長
は
目
覚
し
く
、
中
国
登
山
界
も
発
展
が
著
し
い
。

今
回
の
合
同
登
山
で
は
資
金
面
で
も
運
営
面
で
も
対
等
に
行
う
こ
と
を
前
提

と
し
、
相
互
協
力
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
期
待
し
た
が
、
概
ね
狙
い
通
り

の
結
果
で
あ
っ
た
。 

 

◇
隊
員
構
成 

十
七
人 

 
 

 ¾
 

日
本
側(

七
人)  

 

�
 

実
行
委
員
長 

山
形
裕
士(59:

農
学
部
教
授)  

�
 

隊
長 

井
上
達
男(62)  

副
隊
長(

秘
書
長)

山
田
健(54)  

 

�
 

登
攀
リ
ー
ダ
ー 

山
本
恵
昭(51)  

 

�
 

隊
員 

矢
崎
雅
則(35)  

近
藤
昂
一
郎(23:

理
学
部
大
学
院
学

生)  

石
丸
祥
史(19:

農
学
部
学
生) 

¾
 

中
国
側(

十
人)  

 

�
 

隊
長 

董
範(D

ong Fan)(49 

教
授)  

�
 

副
隊
長 

牛
小
洪(N

iu X
iao H

ong)(41) 

�
 

 

副
隊
長 

李
倫(Li Lun)(32)   

�
 

隊
員 

徳
慶
欧
珠(D

eqing O
uzhu)(22:

学
生
、
チ
ベ
ッ
ト)  

次
仁
旦
塔(C

iren D
anda)(22:

学
生
、
チ
ベ
ッ
ト) 

 

袁
復
棟
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(Yuang Fudong)

（24:

学
生
） 

張
瑜(Zhang Yu)(24:

学
生)  

李
生
鵬(Li Shengpeng)(29:

大
学
院
学
生)  

張
群(Zhang 

Q
un)(24:

学
生)  

宋
紅( Song G

ong)(20:

学
生) 

¾
 

連
絡
官 

達
瓦(D

aw
a
 

チ
ベ
ッ
ト
登
山
協
会)  

 

 

中
国
地
質
大
学
（
武
漢
）
側
の
隊
員
は8000m

峰
の
登
頂
経
験
者
も
多
く
、

中
に
は
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
三
度
登
頂
し
て
い
る
チ
ベ
ッ
ト
出
身
の
学
生
二
人

も
含
ま
れ
て
お
り
、
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
で
の
初
登
頂
に
か
け
る
意
気
込
み

が
伝
わ
る
隊
員
選
考
で
あ
っ
た
。 

 

◇
登
山
活
動
概
要 

 

十
月
九
日 

先
発
隊
関
西
空
港
出
発 
 

拉
薩
に
て
食
料
な
ど
の
調
達 

十
月
十
日 

本
隊
関
西
空
港
出
発 

十
月
十
一
日 

武
漢
に
て
結
団
式 

 
 
 

 

十
月
十
二
日 

武
漢⇛

成
都⇛

拉
薩----

空
路 

十
月
十
五
日 

拉
薩⇛

米
拉
山5013m

⇛

林
芝(

八
一) 

陸
路(

川
蔵
公
路)  

十
月
十
六
日 

林
芝⇛

波
蜜(B

om
i) ⇛

然
烏(R

aw
u) 

川
蔵
公
路
は
道
路
の
拡
幅
と
舗
装
が
進
ん
で
拉
薩
か
ら
拉
古
ま
で

三
日
で
到
達
で
き
た
。
途
中
数
知
れ
ず
検
問
を
受
け
た
が
揉
め
事
も

な
く
入
山
で
き
た
。
無
許
可
の
旅
行
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
登
山
は
よ

り
厳
し
く
取
締
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
正
式
許
可
を
持
っ
て
い
る

我
々
は
特
に
尋
問
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。 

十
月
十
七
日 

拉
古(Lhagu) 

二
〇
〇
七
年
に
偵
察
隊
が
宿
泊
し
た
観
光
客
目
当
て
の
招
待
所
は

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。
我
々
は
副
村
長
の
自
宅
に
宿
泊
し
輸
送
の
手
配

を
し
た
。
連
絡
官
達
瓦
氏
は
こ
こ
に
留
ま
り
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に

は
入
ら
ず
。 

十
月
十
八
日 

拉
古⇛K

ogin
⇛C

hutsu
⇛B

C
(4320m

) 

 

拉
古
村
か
ら
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
ヤ
ク
二
十
三
頭
に
て
隊
荷

を
輸
送
。
又
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
デ
ポ
キ
ャ
ン
プ
へ
の
荷
揚
げ

に
は
十
名
の
ポ
ー
タ
ー
を
採
用
し
た
。 

十
月
二
十
日 

D
eposit-C

am
p(4440m

)

建
設 

十
月
二
十
一
日 

B
C

撤
収
、D

epo-C
am

p

に
集
結 

十
月
二
十
四
日 

A
B

C
(4660m

)

に
集
結 

十
月
二
十
五
日 

C
am

p-1 

地
点
偵
察 

十
月
二
十
九
日 

C
am

p-1 (4890m
)

建
設 

十
一
月
一
日 

C
am

p-2 (5680m
)

建
設 

 

阿
扎
氷
河
の
本
流
か
ら
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
主
稜
線
、
ル
オ
ニ

イ
テ
ラ
ス
（
若
尼
峰
の
北
東
に
広
が
る
標
高

5
9
0
0
m

〜6
0
0
0
m

の
台
地
）

へ
の
ル
ー
ト
は
二
〇
〇
三
年
に
採
っ
た
テ
ラ
ス
ラ
ン
プ
と
呼
ん
だ
阿

扎
氷
河
の
南
支
流
の
分
流
を
予
定
し
て
い
た
が
、
当
時
よ
り
氷
河
が

荒
れ
て
ク
レ
バ
ス
や
セ
ラ
ッ
ク
が
発
達
し
て
側
壁
か
ら
の
雪
崩
の
危

険
性
も
高
ま
っ
て
い
た
た
め
、
使
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。(

写
真
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―
３)

結
果
と
し
て
一
つ
西
の
南
氷
河
本
流
の
第
二
ア
イ
ス
フ
ォ
ー

ル
を
真
っ
向
か
ら
突
破
す
る
ル
ー
ト
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

十
一
月
三
日 

全
員C

-1

集
結 

ア
タ
ッ
ク
態
勢
確
立 

十
一
月
四
日 

第
一
次
、
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
、C

-2

へ 

十
一
月
五
日 
中
国
チ
ー
ム 

第
一
次
ア
タ
ッ
ク 

(C
-2

よ
り
五
人
出
発
、
三
人
は
登
頂
断
念) 

中
国
チ
ー
ム
の
徳
慶
欧
珠 

次
仁
旦
塔 

二
名 

十
三
時
十
八
分  

登
頂 

（
午
前
三
時
半C

-2
出
発
、
十
四
時
間
行
動) 

日
本
チ
ー
ム
四
人
はC

am
p-3
 

(5910m
) 

建
設 

十
一
月
六
日 

降
雪
、
待
機 

十
一
月
七
日 

第
二
次
ア
タ
ッ
ク 

日
本
チ
ー
ム 

矢
崎
、
近
藤 

午
前
八
時

C
-3
出
発
、
午
後
三
時
三

十
六
分 

登
頂
、
午
後
八
時C

-3

帰
還  

中
国
チ
ー
ム 

五
人
がC

-2
 

午
前
四
時
出
発
、C

-3
手
前
で
故
障
者

の
た
め
登
頂
断
念 

十
一
月
八
日 

C
-2 C

-3 

撤
収 

十
一
月
九
日 

C
-1 

撤
収 

十
一
月
十
日 

A
B

C
  D

eposit-C
am

p 

撤
収(D

eposit-B
C

間
は
ポ

ー
タ
ー 

十
人
を
採
用) 

十
一
月
十
一
日 

B
C

撤
収 

拉
古
帰
還 

⇛
 

然
烏 

十
一
月
十
二
日 

然
烏⇛

林
芝 

十
一
月
十
三
日 

林
芝⇛

拉
薩 

十
一
月
十
八
日 

拉
薩⇛

武
漢 

十
一
月
十
九
日 

中
国
地
質
大
学(

武
漢)

に
て
報
告
会 

十
一
月
二
十
七
日 

帰
国 

 

 

神
戸
大
学
は
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
三
年
お
よ
び
二
〇
〇
七
年
の
三
回
の 

阿
扎
氷
河(A

ta G
lacier)

訪
問
で
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
悪
天
候
を
体
験
し

て
い
る
。
一
晩
に
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
積
雪
が
三
〜
四
日
も
続
く

こ
と
が
あ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
、
晴
天
率
は
過
去
の
体
験
と
同
様
に
三
割
、

す
な
わ
ち
三
日
に
一
日
晴
れ
間
が
出
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
降
雪

量
が
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
幸
い
し
て
順
調
に
キ
ャ
ン
プ
展
開
で
き
た
。
し

か
し
、
二
〇
〇
七
年
に
は
氷
河
上
の
積
雪
が
豊
富
で
第
一
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル

は
比
較
的
簡
単
に
通
過
で
き
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
二
ヶ
所
、
ク
レ
バ
ス

に
固
定
ロ
ー
プ
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
主
稜
線
に
登

る
側
壁
の
氷
河
は
二
〇
〇
三
年
に
は
特
に
大
き
な
障
害
も
な
か
っ
た
が
二
〇

〇
九
年
は
第
二
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
突
破
に
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
固
定
ロ
ー

プ
を
使
っ
た
。 

 

十
一
月
三
日
、Ⅽ

-2 (5680
ⅿ

)

の
建
設
を
終
え
て
ア
タ
ッ
ク
態
勢
が
整
い
、

全
員
がⅭ

-1

に
集
結
し
た
。
そ
し
て
、
翌
日
、
登
頂
隊
と
サ
ポ
ー
ト
隊
九
人

が 
雲
ひ
と
つ
な
い
紺
碧
の
空
の
下
、
ロ
プ
チ
ン
峰
の
頂
に
向
け
て
ア
タ
ッ
ク

を
開
始
し
た
。 

Ⅽ
-2

は
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
主
峰
、
若
尼
峰
の
足
下
に
広
が
る
ル
オ
ニ
イ

テ
ラ
ス
の
下
、
イ
ン
ゼ
ル
の
露
岩
帯
に
設
営
さ
れ
た
。Ⅽ

-3(5910
ⅿ

)

は
こ
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の
テ
ラ
ス
か
ら
登
頂
ル
ー
ト
で
あ
る
ロ
プ
チ
ン
峰
の
南
東
稜
に
続
く
緩
斜
面

に
設
営
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
登
頂
ル
―
ト
は
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
主
稜

線
で
あ
り
、
広
い
ル
オ
ニ
イ
テ
ラ
ス
か
ら
ス
テ
ッ
プ
と
呼
ん
だ

6300m

付

近
の
尾
根
末
端
の
急
傾
斜
部
分
に
固
定
ロ
ー
プ
を
設
置
、
そ
の
後
は
雪
崩
の

心
配
が
あ
る
深
い
積
雪
の
急
斜
面
が
頂
上
付
近
ま
で
続
い
て
い
る
。
頂
上
は

大
き
な
雪
庇
に
守
ら
れ
て
い
て
こ
れ
の
突
破
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
。 

協
議
の
結
果
、
元
気
な
中
国
チ
ー
ム
は
晴
天
を
逃
す
こ
と
な
くⅭ

-2

か
ら

ア
タ
ッ
ク
を
試
み
、
第
二
弾
と
し
て
高
度
順
化
の
不
十
分
な
日
本
チ
ー
ム
は

Ⅽ
-3

を
建
設
し
て
一
日
遅
れ
て
登
頂
を
試
み
る
二
段
階
の
戦
術
を
採
用
し

た
。
こ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
五
日
分
の
食
料
と
燃
料
を
準
備
し
た
。 

 
 

 

◇
登
頂 

 
 

 

十
一
月
五
日
、
予
定
通
り
、
中
国
チ
ー
ム
五
人
が
午
前
三
時
半
、
暗
闇
の

中
月
明
か
り
を
頼
り
にC

 -2

か
ら
ア
タ
ッ
ク
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、C

-2

か
ら
頂
上
ま
で1100

ⅿ

の
標
高
差
の
登
攀
は
さ
す
が
に
厳
し
く
、
結
果
的
に

二
名
、
徳
慶
欧
珠
と
次
仁
旦
塔
の
チ
ベ
ッ
ト
人
学
生
隊
員
の
み
が
天
気
が
悪

化
し
た
中
、
午
後
一
時
十
八
分
に
登
頂
し
た
。C

 -2

帰
着
ま
で
十
四
時
間
の

行
動
で
あ
っ
た
。 

日
本
チ
ー
ム
は
そ
の
日
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
四
人
がⅭ

-2 

を
出
発
し
、

予
定
地
にⅭ

-3

を
建
設
、
二
名
が
翌
日
の
登
頂
に
備
え
た
。
翌
日
（
六
日
）
、

C
-2 C

-3

は
雪
と
強
風
で
停
滞
。
そ
し
て
、
七
日
、
矢
崎
雅
則
、
近
藤
昂
一

郎
が
午
後
三
時
三
十
六
分
に
登
頂
し
た
。
同
日
、
中
国
側
は
五
人
が
第
二
次

ア
タ
ッ
ク
をC
-2

か
ら
試
み
た
がC

-3

手
前
で
故
障
者
が
出
て
登
頂
を
断
念

し
た
。
日
本
側
の
サ
ポ
ー
ト
隊
、
山
本
恵
昭
と
石
丸
祥
史
はC

 -2

か
らC

-3

へ
登
り
、
ア
タ
ッ
ク
隊
の
収
容
に
備
え
た
。 

ア
タ
ッ
ク
隊
の
日
本
人
二
人
は
深
い
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し
め
ら
れ
、
登
頂
に

七
時
間
半
か
か
っ
た
。
高
度
障
害
と
疲
労
激
し
く
か
つ
危
険
な
下
降
に
も
時

間
が
か
か
り
、C

-3

帰
還
は
日
没
後
の
午
後
八
時
で
あ
っ
た
。
風
が
ト
レ
ー

ス
を
消
し
去
り
、
暗
闇
の
中
でC

-3

の
位
置
を
一
時
見
失
な
つ
た
。
サ
ポ
ー

ト
隊
の
献
身
的
支
援
に
よ
る
き
わ
ど
いC

-3

帰
還
で
あ
っ
た
。
日
本
人
四
人

は
二
人
用
の
テ
ン
ト
で
一
夜
を
過
ご
し
、
翌
日C

-2

の
中
国
チ
ー
ム
と
と
も

に
無
事
に
氷
河
上
のⅭ

-1

に
下
山
し
た
。
ど
ち
ら
の
ア
タ
ッ
ク
も
晴
天
下
の

登
攀
で
あ
っ
た
が
頂
上
で
は
ガ
ス
に
包
ま
れ
て
い
た
。 

 

四
．
気
候
変
動
に
つ
い
て 

 

地
球
温
暖
化
対
策
が
求
め
ら
れ
、C

O
P15

会
議
な
ど
を
通
じ
てC

o2

削

減
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
が
、
温
暖
化
と
い
う
言
葉
で
ひ
と
ま
と
め

に
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

今
年
（
二
〇
一
〇
年
）
一
月
の
奥
美
濃
地
方
は
雪
が
多
く
鷲
ヶ
岳
あ
た
り

で
は
普
段
は
藪
で
ス
キ
ー
滑
降
が
で
き
な
い
頂
上
付
近
で
新
雪
が
楽
し
め
る

と
い
う
状
況
だ
。
そ
れ
に
引
き
換
え
滋
賀
県
の
湖
東
地
方
は
降
雪
が
少
な
く

通
勤
に
苦
労
す
る
日
が
な
い
ま
ま
春
を
迎
え
た
。
湖
北
の
山
々
は
積
雪
が
多
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い
の
で
今
年
は
山
雪
型
の
気
圧
配
置
が
続
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

二
〇
〇
七
年
の
偵
察
隊
は
阿
扎
氷
河
の
キ
ャ
ン
プ
で
豪
雪
を
経
験
し
て
い

る
が
、
二
〇
〇
九
年
は
同
じ
時
期
、
同
じ
場
所
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
は
最
大
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
積
雪
し
か
経
験
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
登
山
中
の
十

一
月
中
旬
に
は
北
京
や
武
漢
で
は
季
節
は
ず
れ
の
積
雪
で
交
通
機
関
の
混
乱

が
発
生
し
て
い
た
。 

 

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
登
頂
成
功
す
る
に
は
少
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
現
地
に
入
っ
て
も
天
気
が
大
き
な
心
配
だ
っ
た
が
、

比
較
的
穏
や
か
な
天
候
が
幸
い
し
て
ロ
プ
チ
ン
峰
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
。 

 

神
戸
大
学
は
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
七
年
そ
し
て
二
〇
〇

九
年
と
都
合
四
回
同
時
期
に
阿
扎
氷
河
に
入
域
し
て
い
る
の
で
こ
の
地
域
の

天
候
に
つ
い
て
貴
重
な
経
験
を
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
経
験
を
大
ま
か
で
は

あ
る
が
ま
と
め
て
お
く
こ
と
が
今
後
の
登
山
隊
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
気
候
変
動
に
つ
い
て
も
少
し
は
そ

の
傾
向
を
考
察
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

◇
収
縮
す
る
阿
扎
氷
河(A

ta G
lacier) 

  

ま
ず
は
図
―
３
、
旧
ソ
連
の
地
図
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
阿
扎
氷
河(A

ta 

G
lacier)

が
南
東
方
向
に
流
下
し
、
途
中
で
南
北
に
分
か
れ
て
い
る
様
子
と

北
支
流
の
舌
端
に
氷
河
湖
が
存
在
す
る
こ
と
が
解
る
。
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群

に
は
稜
線
を
跨
い
で
二
方
向
に
流
下
す
る
氷
河
が
主
稜
線
上
に
四
箇
所
確
認

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
氷
河
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
も
見
ら
れ
る
が
、
降
雪
量
が

多
い
証
し
で
あ
ろ
う
。 

ア
タ
氷
河
に
話
を
戻
そ
う
。
ま
ず
こ
の
北
舌
と
南
舌
で
は
ど
ち
ら
が
氷
河

の
本
流
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
が
、
私
た
ち
の
登
山
中
の
観
察
だ

け
で
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
流
量
の
測
定
な
ど
観
測
し
て
判
定
す
る
と

面
白
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
氷
河
の
後
退
や
衰
退
の
度
合

い
が
大
き
く
変
わ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
写

真
―
５
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
入
る
手
前
の
峠
か
ら
見
た
ア
タ
氷
河
の
北
流

で
あ
る
。
顕
著
な
三
つ
の
氷
河
湖
が
存
在
し
て
い
る
。
氷
河
衰
退
の
様
子
が

解
る
写
真
だ
。
ア
タ
氷
河
の
北
舌
は
後
退
す
る
と
と
も
に
そ
の
厚
み
が
薄
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
解
る
。 

 ◇
降
雪
量
の
減
少 

 

ア
タ
氷
河
の
衰
退
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
氷
河
の
融
解
と
言
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
確
か
に
夏
期
の
融
解
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
冬
、
氷
は
解
け
な
い
。

も
っ
と
大
き
な
要
因
は
降
雪
量
の
減
少
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
推
論
を

裏
付
け
る
証
拠
と
し
て
阿
扎
氷
河
の
三
姉
妹
峰
の
側
壁
や
稜
線
の
ア
イ
ス
キ

ャ
ッ
プ
や
セ
ラ
ッ
ク
ス
、
雪(

氷)

庇
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
カ
ン
リ
ガ
ル

ポ
山
群
の
主
峰
、
若
尼
峰
東
北
稜
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
・
ア
イ
ス
を
撮
影
し
た
写

真
が
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
〇

九
年
と
手
元
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
ル
オ
ニ
イ
峰
は
徐
々
に
そ
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の
氷
の
マ
ン
ト
を
脱
ぎ
捨
て
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
私
た
ち
は
こ
の
北
東

稜
が
登
攀
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
で
詳
し
く
観
察
を
続
け
て
い
る
の
だ

が
、
残
念
な
が
ら
年
々
様
相
が
変
化
し
、
そ
れ
も
危
険
度
が
増
す
方
向
に
推

移
し
て
い
る
。
今
後
、
氷
壁
の
セ
ラ
ッ
ク
ス
が
剥
げ
落
ち
続
け
る
と
ま
す
ま

す
厳
し
い
条
件
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。 

二
〇
〇
三
年
の
若
尼
峰
報
告
書
に
よ
る
と
連
日
の
降
雪
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

北
緯
二
十
九
度
ラ
イ
ン
に
あ
る
こ
の
山
群
に
全
長
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
拉
古
（
ラ

グ
）
氷
河
や
全
長
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
阿
扎(

ア
タ)

氷
河
が
発
達
す
る
訳
だ
と

納
得
の
い
く
降
雪
量
を
記
録
し
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
二
〇
〇
七
年
の
偵
察

隊
も
降
り
続
く
雪
に
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
日
々
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
積
雪

量
は
二
〇
〇
三
年
と
同
様
に
多
か
っ
た
。 

こ
の
地
方
の
気
候
変
動
に
つ
い
て
の
証
言
と
し
て
、
拉
古(Lhagu)

村
の

古
老
の
話
が
参
考
に
な
る
。「
昔
は
拉
古
氷
河
の
谷
は
欝
蒼
と
し
た
樹
林
に
包

ま
れ
、
氷
河
が
村
の
近
く
ま
で
押
出
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
今
、
谷
は
裸
に

な
り
氷
河
が
や
せ
細
っ
て
切
れ
切
れ
に
な
っ
て
湖
が
出
来
た
。
」
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
何
年
前
の
こ
と
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
最
近
の
変
化
を
考

え
る
と
こ
の
地
域
の
降
水
量
の
減
少
は
明
確
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

さ
て
、
二
〇
〇
九
年
の
天
気
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
十
月
十
八
日
、
小
雪
の
ち
ら
つ

く
中
で
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
、
以
降
登
山
期
間
の
前
半
は
午
前
中
雪
、
午
後
か

ら
晴
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
続
い
た
。
積
雪
は
阿
扎
氷
河
の
特
異
な
地
形
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
阿
扎
氷
河
は
標
高
四
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
で
氷
河
が

南
北
に
分
か
れ
て
流
下
し
、
南
舌
は
深
い
谷
の
標
高
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
ま

で
舌
端
を
延
ば
し
て
い
る
が
、
標
高
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
の
風
向
き
が
西
南
西

な
い
し
南
西
の
時
は
、
南
舌
か
ら
吹
き
上
げ
る
湿
っ
た
風
が
丁
度
こ
の
氷
河
の
分
岐

点
あ
た
り
で
雲
を
発
生
さ
せ
氷
河
上
流
と
北
舌
方
向
に
雪
を
降
ら
せ
る
。
こ
の
局

地
的
な
現
象
に
よ
り
阿
扎
氷
河
の
三
姉
妹
峰(K

G
-
1

、K
G
-
2

、K
G
-
3
)

の
天
気
が

左
右
さ
れ
る
。
デ
ポ
キ
ャ
ン
プ(D

P
C
)

で
は
毎
日
の
積
雪
は
多
く
て
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
程
度
で
し
か
も
午
後
の
暖
か
い
日
差
し
で
融
雪
し
氷
の
上
を
水
が
流
れ
る
状
態
で

あ
っ
た
。
デ
ポ
キ
ャ
ン
プ
建
設
と
第
一
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
ル
ー
ト
工
作
に
取
り
掛
か
っ

た
初
期
は
こ
の
天
候
の
パ
タ
ー
ン
を
理
解
で
き
ず
に
慎
重
に
行
動
し
た
が
慣
れ
て
く

る
と
午
前
中
休
養
し
て
午
後
に
行
動
す
る
こ
と
で
連
日
行
動
が
実
施
で
き
、
高
度

順
化
を
無
理
な
く
で
き
つ
つ
荷
揚
げ
も
順
調
に
進
ん
だ
。 

ち
な
み
に
氷
河
氷
上
の
積
雪
は
登
山
期
間
十
月
十
八
日
〜
十
一
月
十
日
の
間

ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
ずD

P
C
(4
4
4
0
m
)

で
〇
〜
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
前
進
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
（A

B
C

、4
6
8
0
m

）
で
百

二

十

〜
百

四

十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

C
-
1

、

(4
8
9
0
m

）
で
〇
〜
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。A

B
C

の
積
雪
が
多
い
の
は
こ
こ
に

発
生
し
た
雲
が
留
ま
る
た
め
だ
っ
た
。C

-
1

で
積
雪
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は
丁
度
こ
こ

に
南
北
と
西
か
ら
氷
河
が
合
流
し
、
お
鉢
の
底
の
よ
う
な
地
形(C

irc
)

で
集
熱
さ
れ

る
た
め
の
よ
う
だ
。
実
際
、A

B
C

よ
り

C
-
1

の
方
が
暖
か
か
っ
た
。
登
山
ル
ー
ト
は

C
-
1

か
ら
阿
扎
氷
河
の
南
支
流
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
登
っ
て
主
稜
線
に
出
る
の
だ

が
、
氷
河
本
流
か
ら
支
氷
河
の
北
斜
面
に
入
っ
た
途
端
に
深
い
積
雪
と
な
っ
た
。

C
-
2

（56
8
0
m

）
か
ら

C
-
3

（59
1
0
m

）
そ
し
て
頂
上
へ
の
稜
線
は
深
い
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
労

し
て
い
る
。 
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天
気
は
後
半
に
な
っ
て
パ
タ
ー
ン
が
逆
転
し
、
午
前
中
晴
、
午
後
か
ら
ガ
ス
と
小

雪
と
な
り
、
風
向
き
は
西
な
い
し
西
北
西
に
な
っ
た
。
ま
た
、
十
一
月
に
入
る
と
気

温
も
一
気
に
下
が
り
、
主
稜
線
の
風
も
強
く
な
り
ル
オ
ニ
イ
テ
ラ
ス
の
雪
原
を
ブ
リ

ザ
ー
ド
が
吹
き
ぬ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

二
〇
〇
七
年
は
十
一
月
中
旬
に
イ
ン
ド
洋
に
大
き
な
サ
イ
ク
ロ
ン
が
発
生
し
こ
れ

が
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
方
面
に
進
ん
だ
。
東
チ
ベ
ッ
ト
全
域
に
積
雪
を
も
た
ら
し
て
帰

還
の
足
を
乱
し
て
い
る
。 

以
上
の
経
験
か
ら
実
際
に
降
雪
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
カ
ン
リ
ガ
ル
ボ
山
群
で
は
年
ご
と
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
、

天
候
が
登
山
隊
の
成
否
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。 


